
　臨機応変に対応している。

次回開催予定日　

2024 年 3 月 19 日 （ 火 ） 10 ： 00 ～ 11 ： 00

委員会報告書
社会福祉法人　恩賜財団　済生会支部　大阪府済生会

定期巡回・随時対応型訪問介護看護　泉南

委 員 会 名

定期巡回・随時対応型訪問介護看護　泉南
管 理 者 徳永　公江

委員長 戸口　智子

第 13   回　介護・医療連携推進会議 書 記 畑原　智子

２階　応接室　
出席者 泉南市　長寿社会推進課

地域支援推進係

当該事業について知見を

有する関係者

地域の医療関係者

　　　　　　1名　　

　2名

00 分 ～ 10 時 30日 （ 火 ） 分

畑原　智子

欠席者 なし。

10 時

・民生委員長　　　　1名 当事業者

地域包括支援センター ・地区福祉委員長　　1名 徳永　公江

１名 戸口　智子

開 催 日 時 2023 年 9 月 19

開 催 場 所

議 題 番 号

2 サービス提供実績報告

・新規利用者含め服薬管理が必要なケースが多い。

検 討 議 題 1 開会のあいさつ 3 今後の会議開催予定

2 サービス実施状況・活動報告

『別紙①』参照

・訪問看護と介護は同時に訪問することがある？

　　⇒サービス内容が違うため同時に訪問することは少ない。

 .サービス提供延べ回数が多い月は徘徊や状態観察が必要な利用者様の対応があった

　ためとなる。

・介護度が低い利用者様でも頻回なサービスが必要となるケースはどういうものか？

　⇒癌末期の利用者様については認知症が併発していないこともある。

・サービス提供時間について

　⇒調理や買い物などは空き時間利用し間に合わないときは次の訪問にまわし

・介護度と認知症は比例しているものか？

　⇒訪問時に在宅されていない時あり生活全般に観察必要なため。

　担当ケアマネジャーにも毎日の状態が確認してもらえている。

・今後の課題

・スマケアについて

　⇒遠方に住まれている家族様にも都度本人様の状態確認ができるアプリ機能であり

　　病院からの相談依頼がないことについて今後も積極的に懇親会や勉強会に参加

　　していきたいと思っている。
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